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滋賀県においてサワガニから見出された

ウエステルマン肺吸虫に倍体型）について
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エステルマン肺吸虫の寄生によるものであることを明ら

かにしたS

これより先，宮崎（1977）はウエステルマン肺吸虫は

精子形成の有無によって２型に分けられることを報告

し，それぞれを「基本型」および「無精子型」と仮称し

た．次いで同氏は多数の標本を観察して，日本産のもの

では九州地方，四国地方より得られた虫体はいずれも無

精子型であるが，前記の鈴木らによって報告された症例

の病原となった秋田県西木村産サワガニ由来のもの，お

よび愛知県新城市産のキツネより得られた虫体一先に長

瀬ら（1977）が報告したもの－を基本型と同定した．そ

して基本型だけをウエステルマン肺吸虫と呼び，無精子

型には前述のBaelzの命名を復活させてnＪγαgo"伽"s

P1ZZ'"oｌｍＺｉｓ（Baelz，1880)－ベルツ肺吸虫一と呼ぶこと

を提唱した（宮崎，1978a)．さらに同氏は両者の地理的

分布の概要を明らかにし，また形態上の相違，生物学上

の差異などについても報告した（Miyazaki，1978ｂ；宮

崎，1979)．

他方，ウエステルマン肺吸虫一宮崎のいうベルツ肺吸

虫一が３倍体（３，＝33）であることは既にSakaguchi

andTada（1976）によって示唆されていたが，Ｔera‐

saki（1980）は宮崎のいう真のウエステルマン肺吸虫は

２倍体（２，＝22）であることを明らかにした．

以下，混乱を避けるため，本稿においては宮崎が基本

型，両`性生殖型，二倍体型あるいは真のウエステルマン

肺吸虫と呼んでいるものをウエステルマン肺吸虫（二倍

体型)，また無精子型，単性生殖型，処女生殖型，三倍

体型あるいはベノレツ肺吸虫と呼んでいるものをウエステ

ルマン肺吸虫（三倍体型）と表現することとする．

さて著者らは1978年以来，滋賀県における宮崎肺吸虫

緒言

わが国では長い間，肺吸虫症の病原となるものはウエ

ステルマン肺吸虫〃γαgo"〃"szDesZeγ,"α"Z（Ker‐

bert，1878）唯一種と考えられてきた．この種は初め，

Kerbertがインド産のトラから見出した虫体について

DiSZo"ZameSZe7"Zα城と命名したものである．その後，

Ｇ７ｅｇａ７ｉ"α〃Z"zo"αZ/SBaelz，１８８０；DisZo"zαγi"9℃γi

Cobbold，１８８０；DisZo"zα〃ん、"αJeBaelz,１８８３など

が報告されたが，いずれもＰ・zUeszeγ"!α"ｉのシノニム

と考えられてきた．本虫の地理的分布は広範にわたり，

インド，日本をはじめ東アジアのほぼ全域におよんでい

る．本虫の人体寄生による症状は種々であるが，迷入例

を除けば，血疾が主要なものとされている．

1974年横川らは，わが国では宮崎肺吸虫Ｐ.〃ziyazα＿

んｉｉＫａｍｏ，Nishida，HatsushikaetTomimura，１９６１

もまた肺吸虫症の病原となっていることを報告した．し

かしその病像は前者によるものとは著しく異っていて，

その主要症状は気胸，胸水貯溜，好酸球増多などであ

る．

その後，鈴木ら（1978）は胸水貯溜，好酸球増多を伴

う肺吸虫皮下寄生例を報告したが，胸部Ｘ線像には虫嚢

を思わせるような陰影は認められず，また血疾もなく，

その病像はあたかも宮崎肺吸虫症を思わせるものであっ

た．しかし感染源の調査によって，この症例の原因はウ
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ンで染色し観察した．虫卵は虫嚢内虫卵を10％ホルマリ

ン水で固定したものについて観察，計測を行った．

の地理的分布を明らかにするため，琵琶湖に注ぐ諸河川

の上流域の山間渓流において，その第２中間宿主である

サワガニＣｅ。〃”此`saaeAαα"′を採集して検査して

いたところ，湖東地区を流れる姉川と湖南地区を流れる

野洲川の上流域において，宮崎肺吸虫メタセルカリアに

類似したメタセルカリアを得た．このメタセルカリアに

ついて追究したところ，それはウエステルマン肺吸虫

(二倍体型)のものであることが明らかとなったので，そ

の成績について報告する．なお，宮崎肺吸虫についての

成績は別に報告した（西田ら，1981)．

成績

サワガニの検査総数は554匹で，このうちメタセルカ

リアが見出されたサワガニは37匹である．調査地，調査

時別の成績は表１，２に示した．メタセルカリアの陽性

率は伊吹町（5.3％）も甲賀町（7.4％）もともに低い．

また１匹のカニから見出されたメタセルカリア数も１～

16個（平均1.8個）で少い、メタセルカリアはほぼ球形

で（写真１），その大きさは平均450/ｚｍ，内膜の厚さは

平均20皿である（計測値の詳細は表３に示した)．淡

紅色の色素穎粒は認められない．室温下の生理的食塩水

中では脱嚢しやすく，脱嚢メタセルカリア（写真２）で

は穿刺疎が認められる．

イヌから得た成虫（写真４）の大きさは表４に示し

た．口吸盤は腹吸盤よりもやや大きい．皮疎はどの部位

のものも単生である．卵巣は６葉に（写真７)，精巣は

５または６葉に分岐している．受精嚢および貯精嚢には

多数の精子が認められる（写真５，６)．虫卵は不整な

卵形で（写真８，９)，変異に富み，その大きさはおよ

そ７６×45ノリｍである（計測値の詳細は表４に示した)．

大多数の虫卵において小蓋反対側の卵殻に軽度の肥厚を

認める．以上の諸特徴からサワガニより見出したメタセ

材料および方法

検査したサワガニは1979年４月から1980年10月までの

間に，琵琶湖に注ぐ姉川の上流域１カ所，同じく野洲川

の上流域１カ所計２カ所において採集した554匹で，詳

しい調査地，調査時，検査数は表１，２に示した．

検査方法はサワガニを押し潰したのち，人工胃液消化

法によってメタセルカリアを分離した．得られたメタセ

ルカリアは形態観察と計測を行った．一部のものはイヌ

に経口投与して80日以後に剖検し，成虫を取り出しアル

コールで圧平固定した後，カーミンまたはヘマトキシリ

表１姉川上流域におけるウエステルマン

肺吸虫メタセルカリアの検査成績

１匹のカニから

見出されたメタ

セルカリアの数
（平均）

調査地調査時検査数（,蕊iijLfij1iilﾙ） 表３メタセルカリアの計測値

調査地大きさ（内膜の径）内膜の厚さ

2(4.2）

2(5.3）

6(5.8）

坂田郡

伊吹町

上板並

1679Ⅳ

〃Ⅵ

〃Ⅷ

４８

３８

１０３

１，１

１，１

１，１，１，１，１，２

型
（
印
一
羽
ヘ
リ

母
（
ｕ
ｌ
３
の
←

伊吹町401×425-479×482

〔７〕（443×461）

甲賀町420×430-472×530

〔35〕（438×459）
18910(5.3）1-2(1.1）計

表２野洲川上流域におけるウエステルマン

肺吸虫メタセルカリアの検査成績
注：単位抑，〔〕計測数，（）平均値

表４成虫および虫卵の大きさ
１匹のカニから
見出されたメタ
セルカリアの数

（平均）

１，１，１，２

１，１，１，１，１，１，１，
２，２，１０,１６

１，１，１，１，１，１，１，
１，１，１，１，１

調査地調査時蝋査数（彦纒ilD 虫卵成虫調査地

伊吹町 ６．５×３．１－８．２×４．４＊６８－８１×３７－５０

（7.0×3.8）〔５〕（74×42）〔50〕４(10.0）

11（7.4）

甲賀郡1979Ⅷ

甲賀町〃Ｘ

４０

１４９ 甲賀町６．８×３．７－９．５×4.5↑

（8.2×4.3）〔10〕

６４－８６×４２－６０

（77×48）〔50〕
神１９８０Ｘ１７６１２（6.8）

注：単位は成虫では、ｍ，虫卵ではノリ、，〔〕計測
数，（）平均値

＊経口投与後８３日のもの，↑同じく１５０日のもの

365２７（7.4）1-16(2.0）計

（５２）
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<，また逆に成虫および虫卵は秋田県産のものがやや大

きい．しかし，メタセルカリア，虫卵では計測値の変異

の幅は重なっている．成虫の大きさは宮崎（1978）が述

べているように，終宿主の種類，感染後の日数などによ

り変るので，同一条件下で得た虫体でなければ厳密には

比較し得ない．

著者らは初め，宮崎肺吸虫メタセルカリアを見出した

ものと思い，感染試験にはラットを用いたが成虫を得る

ことはできなかった．ウエステルマン肺吸虫と宮崎肺吸

虫のメタセルカリアはよく似ているので，サワガニから

大型の肺吸虫メタセルカリアを見出した場合は，両種と

も好適宿主であるイヌあるいはネコに経口投与し，成虫

を得た上で同定することが望ましい．とくに二倍体型の

ものは淡紅色の色素穎粒が認められず，また表３に示し

たように500βｍに達するような大きいものも存在する

ので，メタセルカリアでの区別は一層困難であるように

思われる．

ルカリアおよびイヌより得た成虫をウエステルマン肺吸

虫（二倍体型）と同定した．

なお卵巣は成虫の体中央部の左あるいは右の側方にあ

るが，無作為に取り出した16虫体についてみると－虫体

を背側より観察した場合一左11,右５で，左側にあるも

のが多く，伊吹，甲賀の両分布地ともに同様な傾向が認

められた．また精巣について精査したが，宮崎・波部

(1979)がフィリピン・レイテ島産のものにおいて観察し

たような分葉異常は認められなかった．

考察

著者らは従来，ウエステルマン肺吸虫の２型を表わす

場合，宮崎（1977）に従って「基本型」および「無精子

型」を用いてきた．本稿では前述のように表現を改めた

がその理由を述べたい．ウエステルマン肺吸虫は分布

範囲が広く，形態的，生物学的に変異に富む種である

(ChungandTs，ao，１９６２；宮崎・波部，1979)．そこ

でいくつかの地方型があるとすれば，基本型は当然基産

地（即ちインド）のものに用いられるべきである．日本

産の二倍体型が，基産地のものと形態的にも生物学的に

も区別できないことが確認されていない現時点では，日

本産の二倍体型を直ちに基本型と呼ぶのは早計ではなか

ろうか．

また宮崎（1978a）の提唱に従ってベルツ肺吸虫を独

立種として認めれば，二倍体型は単にウエステルマン肺

吸虫と表現すれば足りるのであるが，ベルツ肺吸虫を独

立種として認めるためには，なお多くの検討が必要であ

ると考えられる．従って現時点では２型ともウエステル

マン肺吸虫に含め，型を区別して記録しておくのが妥当

であるように思われる．

従来，滋賀県ではウエステルマン肺吸虫の分布地は知

られておらず,また症例の報告も見当らない.今回の調査

で見出した分布地は－伊吹，甲賀両町ともに－人家から

可成り離れた分水嶺に近い山地で，広葉樹の自然林ある

いは針葉樹の植林地となっている．これらの地では本虫

は人間社会と深い関わりを持たず－地域住民はサワガニ

を食用などに利用していない－，自然環境の中で野獣を

終宿主とする生活環が成立しているものと推測される．

表１，２に示すように両地とも時期を変えて３回ずつ

の調査を行ったが，いずれの時も陽性率は低く，また１

匹のカニから見出されたメタセルカリア数も少ない．従

って濃厚な分布地とは言えない．

鈴木ら（1978）の報告した秋田県西木村産のものと比

べると，メタセルカリアは滋賀県産のものが若干大き

結語

わが国ではウエステルマン肺吸虫は東北地方以南の諸

地に広く分布している．しかしその多くは三倍体型のも

のである．二倍体型の確実な分布地としては，秋田県西

木村が知られていたに過ぎない．著者らは1979年４月か

ら1980年10月の間に，滋賀県の姉川上流域（伊吹町）１

カ所，野洲川上流域（甲賀町）１カ所，計２カ所におい

て，サワガニ554匹を採集して検査し，３７匹のサワガニ

から65個の肺吸虫メタセルカリアを見出した.この－部

をイヌに経口投与しウエステルマン肺吸虫（二倍体型）

の成虫を得た．ここに滋賀県を本虫の新しい分布地とし

て追加する．

稿を終るに当り，本調査に種々の御援助を給わった福

岡大学医学部寄生虫学教室，宮崎一郎教授並びに寺崎邦

生博士に対し，深甚の謝意を表す．

なお，本論文の要旨は第49回日本寄生虫学会大会およ

び第３6回同学会西日本支部大会において発表した．
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FOUND FROM THE FRESHWATER CRAB, GEOTHELPHUSA

DEHAANI, IN SHIGA PREFECTURE, JAPAN

Hiroshi NISHIDA, Masahiro SAKAI

(Depart/nent of Parasitology, Ehime University School of Medicine)

Kiichi UEMOTO

{Department of Health Care, Shiga University of Medical Science)

AND

Toshiyuki SHIBAHARA

{Institute for Comparative Medicine and Animal Experimentation,

Ehime University School of Medicine)

Miyazaki (1978) reported that the lung fluke, Paragonimus westermani, could be divided

into two types, namely "bisexual or diploid type" and " parthenogenetic or triploid type".

The former type in Japan is so far known to exist only at Nishiki-mura, Akita Prefecture,

whereas the latter type is widely distributed throughout Japan except in Hokkaido.

During a period from April 1979 to October 1980, 554 freshwater crabs, Geothelphusa

dehaani, were collected for the examination of the metacercarial infection at a point of an

upper stream of the Ane-gawa River and at another point of the Yasu-gawa River in Shiga

Prefecture. Sixty five metacercariae were found from 37 crabs. The dogs which had been

experimentally fed with these metacercariae were autopsied on the days of 83 and 150 of in

fection. Many adult flukes could be isolated from the lungs of infected animals and all

were identified as being " diploid type " of P. westermani.

Shiga Prefecture is, herewith, reported as a new habitat of the diploid type of Para

gonimus westermani.
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